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やがらせは水11である」と母脱の被審妄想に|間l

洲するようになった．以後， 「近所の人に悪く言

われる｣「ストーカー〃為を受けている」などlザ

税と次ﾘ)は|両l様の妄想を此ｲ1.し，社会と殆ど|兜lわ

ることなく生活していた.X年211,被'i#f妄想か

ら次ﾘ)が隣人に染ﾉﾉをふるい，次ｿ)が当院へ人院

となった．

入院以後，次Iルの被祥妄他1は徐々に繩減した．

11親は保伽llliのすすめで粘神科を受診したが，辿

院はすぐに1 '1 |析となり，披審妄想は続いていた．

X年711,次I〃は退院となり，外来の辿院治旅と

､i剛fして， 2週|H1にl lnlの訪l8lni池を|淵始とした．

次Iﾙの退院後もlｿ税は被'iif妄想を訴えたが，次ｿ）

は母親の妄想にl'ili淵はせず,難物旅法に至らなかっ

た1M税の被'iif妄想も次第に'崎伽!した．発灸'il lは，

次ﾘ)の風蛾椛成法の経llｷ的な変化も提ボした．

感応性ﾎ,li神瓶の治療の原!!llは, 11 '|F者たちを喋

境から離し，かつ分離することである． また， 当

'lWflnltの|11ざされた病的な述桃を|＃l放し，より

開かれたW,'i神視ﾘfを1吋!;させていくことが咽要

である．本症例では，退院後の継統的な分離は|ｲ1

雛であった．人院後次ﾘ)の妄想は軽減していた

が，退院後に人院iiiとliil様の状況に戻っていくこ

とが懸念された．そこで我々は， ｜ｿ親と次ﾘ)の|M1

鋪性，病的な述桃を|＃l放することをI I的として，

訪問行謹を|ﾙl始した．

訪IIW1･灘は「治旅背が忠荷の向宅を訪れ，忠荷

が流派-行を迎え入れる」という辿術の入院流

旅・外米辿院と全く反対の淌旅椛造を持つ．本痂

例において，外来通院と訪lAl行I灘を舵行して行っ

たことは, l1税と次り)の生活が社会へ|州かれてい

くkで，大きな投削を果たしたとどえられる． ま

た, FI'七の'l!でMi･関係のみでなく，行誕帥を交

えたミ行|腱|係を築くことにより，結びつきが強く

ｲく|ﾘlll嗽であったIfjZの境界がよ() Iﾘl暗になった

と思われる．
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感応桁神揃とは， 1人の糀神陳'『if街から，その

者と親密な結びつきのある他の1人またはそれ

以上の人々へ，その妄想観念や異常行肋がI&郡さ

れる糀神疾忠である．治療においては，発端行と

継発者の分離がfl効であると号えられる． しかし

ながら，実|簾の臨床において，親祷な結びつきを

持つ発端者と継発者の継続的な分離は|ｲ《l雛であ

ることが多い．我々は，糀神症状の改f'f ･維持に

退院後の訪問行誕が有効であったと考えられる

症例を経験したので報告する．

症例は発端昔: IJ親(74歳),継発行：次ｿ）

(41歳).X-49年，母親が結幡.X-41年，次ﾘ)が

生まれた.X-39ff,母親が雌幡． X-32fl:.,母親

は自営業の男性とW婚するが,X-17年， 向哲業

の後継の問題から家を出され， 2度l lの離幡とな

った.X-15年，母親と次ﾘ)が住宅を!I脚人した後

に，母親に「近隣の住民に兇張られている」など

の被害妄想が出現した．次ﾘ)は，当初l#親の痕帳

を認めなかった． しかしながら,X-8ｲ ，次lルの

自動'114f故をきっかけに，次り;)は「近隣からのい


